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ピロリ菌検査・胃がんリスク検診

ピロリ菌（ヘリコバクター・ピロリ）とは？

ピロリ菌は胃の粘膜に生息する細菌で、感染すると慢性胃炎・胃潰瘍・さらには胃がんの原因となることが
わかっています。日本では特に中高年の感染率が高く、無症状のまま長年感染していることも少なくありま
せん。検査で陽性と判明した場合は、除菌治療（保険適用）を行うことで胃がんリスクを下げることができ
ます。 

🔬 ピロリ菌検査（自費）

除菌治療について：検査でピロリ菌陽性と判明した場合、保険診療にて除菌治療（1次除菌・2次除菌）を行
うことができます。ただし、保険で除菌治療を受けるには内視鏡検査が必要です。まず胃カメラ（保険診
療）を受け、その後除菌治療へと進む流れが一般的です。 

胃がんの主な原因となるピロリ菌の感染を調べる検査です。
早期発見・早期除菌で胃がんリスクを大幅に低減できます。

さわ 内科・内視鏡クリニック

尿素呼気試験

特殊な薬を飲んでいただき、呼気を採取して分析する検査です。体への負担が少なく、精度の高い検査で
す。

8,000円 （税込）

🕐

METHOD 01

血清抗体検査

血液検査でピロリ菌に対する抗体を測定します。採血のみで実施でき、簡便な方法です。

5,000円 （税込）

💉 採血のみ

METHOD 02



🩺 胃がんリスク検診（ABC検診）

6,000円 （税込・自費）

検査内容：血液検査（ピロリ菌抗体 ＋ ペプシノゲン）
ペプシノゲンは胃粘膜の萎縮（老化）の度合いを示す指標です。この2つを組み合わせることで、胃がんのリスク
グループを効率よく判定します。 

ABC分類と対応

分類 特徴 推奨対応

A ピロリ菌陰性・萎縮なし リスク低：数年に1度の検診

B ピロリ菌陽性・萎縮なし 除菌治療を推奨・毎年内視鏡

C ピロリ菌陽性・萎縮あり 除菌治療推奨・毎年内視鏡

D ピロリ菌陰性・強萎縮 高リスク：毎年内視鏡

検査の流れ

STEP 1

来院・受付
問診票記入

STEP 2

採血
ピロリ抗体＋ペプシノゲン

STEP 3

判定
A・B・C・Dに分類

STEP 4

結果説明
次のステップをご提案

🔔 ABC検診はあくまでリスク評価の検査です。B・C・Dに分類された方は内視鏡検査（胃カメラ）でのより詳細
な精密検査を強くお勧めします。当院では胃カメラ検査も実施しています（胃がん検診・内視鏡ドック）。 

自費診療について（ピロリ菌検査）

当院では、保険適用外となるピロリ菌検査を自費診療にて行っています。自費診療は健康保険が適用されな
いため、検査費用は全額自己負担となります。検査方法や目的によって費用が異なりますので、詳しくは料
金表をご確認ください。なお、検査結果には偽陰性・偽陽性が生じる可能性があり、必要に応じて追加検査
を行う場合があります。ご不明な点がございましたら、事前に医師へご相談ください。 
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